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Relatively high dose of various atypical mycobacteria were inoculated intravenously into 

conventional mice (dd strain) and the pathological processes were evaluated mainly by the 

successively recovered viable units of bacilli in the lungs, spleens and kidneys. In addition, the 

mean body weights of mice, macroscopic pathological findings as well as root indices of lung and 

spleen were used for the comparisons of the pathogenicities of the various atypical mycobacteria.

One strain of M. kansasii, one of M. scrofulaceum, 5 of M. intracellulare, one of M. xenopi 

and one of M. fortuitum as well as M. tuberculosis (Kurono) as for the comparison were injected 

to each group of 20 mice. The inoculum sizes were in the range of 2.0•~105 to 1.4•~108 viable 

units of bacilli.

Three mice of each group were sacrificed at 24 hours, 3 days, 9 days, 16 days, 30 days and 

44 days after inoculation. The organs (lung, spleen and kidney) were emulsified by Teflon 

homogenizers adding the suitable amount of 2% NaOH aqueous solution and were cultured on 

1% Ogawa media by successive ten times-dilutions in order to calculate the viable units of bacilli 

in each organ. At the same time, the weights of the organs and the macroscopic patho logical 

findings were evaluated. The remaining mice were sacrificed for the microscopic histopathological 

sections at the end of the observation.

No mouse died in this period of observation except two, one infected with M. tuberculosis, 

which showed an extensive pulmonary lesions at autopsy and another, which was infected with 

M. intracellulare and showed no macroscopic pathology. Normal increase of body weights were 

moderately suppressed in the mice infected with M. tuberculosis (Kurono) and M. kansasii,

* From the First Department of Medicine , Chest Disease Research Institute, Kyoto University, Sakyo-
ku, Kyoto 606 Japan.
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however, remaining groups of mice infected with various atypical mycobacteria other than 

M. kansasii showed apparently normal gains of their body weights.

On the observation of macroscopic pathology, the pathologic lesions provoked by various 

atypical mycobacteria were as a whole minimal to moderate, if any, and not constant in the 

lungs as well as in other organs, though extensively far advanced lesions were detected constantly 

in the lungs of mice infected with M. tuberculosis (Kurono) towards 16 days after inoculation. 

One exception was the lesions in the kidneys provoked by M. fortuitum (No.49), which were 

rather constantly confirmed in the latter half of the observation with moderate severity.

The results of the calculations of the culturable acid-fast bacilli as well as the microscopic 

findings suggested a lower pathogenicity of mycobacteria other than human tubercle bacilli. 

Although the culturable bacilli in the lungs showed a tendency of steady increase in the mice 

 infected with M. tuberculosis, apparent spontaneous regressions of the pulmonary lesions in the 

mice infected with various atypical mycobacteria were suggested by frequent decreases of culturable 

bacilli towards the end of the observation, and occasional rapid disappearances of the culturable 

bacilli confirmed again a definite low pathogenicity of atypical mycobacteria for mice.

In another series, a higher dose of M. fortuitum (No.49) and M. chelonei (No. 52) were 

again injected intravenously to ten mice each and histological lesions were evaluated. The mice 

infected by M. fortuitum were found to have far extensive renal pathology with multiple abscesses, 

and 4 of them died due to severe infection within 4 weeks after inoculation, all of which showed 

queer rolling movement before their deaths. The mice infected with M. chelonei showed no 

apparent macroscopic pathology, though minimal lesions were found in histological sections of 

the kidneys.

In view of a definite low pathogenicity of the atypical mycobacteria for mice infected by 

ordinary intravenous route, further investigations are mandatory to obtain a suitable model of 

experimental mycobacterioses for the in vivo evaluation of therapeutic efficacy of various drugs.

序 論

種 々の実験動物を対象 と した 非定型抗酸菌(AM)の

感染実験に関す る報告は1)～18),AMの 分類 または単 に病

原性 の検索 を 目的 とした ものが多 く,ま た結核菌 ない し

AMのchallengeに 対す る感染防御実験 も散見 され るが,

in vivoに おけ る薬 剤の効果判定を 目的 と した本格的 な

治療実験の報告は比較的少 ない のが現状 であ る。

非定型抗酸菌症(AM症)の 原因菌 な らびに臨床像に

関す る知 見 は 日 々 新 た で あ る が,Mycobacteriumn

 kansasii症 を除 いてそ の治療 方法の検 索はかな り遅れて

お り早 急に解 決すべき課題 となつ ている。M.intracellu-

lareを は じめ と してM.scrofulaceumn ,更 にはrapid

 growerに 属す る諸菌 種がin vitroに おいて抗結核薬 を

は じめ他 の抗菌剤 に抵抗 を示す ことも,こ れ らの菌種 を

対象 としたin vivoで の検索を遅 らせ てい る大 きな要因

と思われ るが,AMを 対 象 とした動物実験その も の が

持 つてい る多 くの問題19)があ り,結 核菌に準 じただけで

は解決で きない ことも事実 であ る。

in vitroの 成績は生体 内での薬剤 の態度 を必 ず し も

反映 しないのは周知 の事実 であ り,評 価 に限界 はあるに

して も,適 当な感染実験 に よる治療効果 の判定に よつ て

実際上臨床へ のよ り望 ま しい示唆が得 られ ることは私 ど

もが肺結核症 の治療 で経験 してきた ことであ る。

私 どもは以上 の観点 よ り,治 療実験を実施す るに適切

な実験的非定型抗酸菌症 のモデル作成を究極 の目的 とし

て種 々の検討を開始 した。

本編 では実験動物 としてマウスを対象 とし従来広 く用

い られ てきた経尾静脈接種法を用い数種 のAMの 病原

性を,主 として臓器内還元生菌数を指標 として検討 した

のでその概要 を報告 す る。

1.　 実験材料な らびに方法

1)　 実験動 物

均一系dd雄conventionalマ ウスで生後5週 前後,体

重約25g前 後 のものを主 として用い,一 部の実験では

C3H系 とAL Jackson系 とを比較対照 のため使用 した。

飼料は市販 の固形飼料を用いた。

2)　 接種 菌株

M.tuberculosis Kurono 株, M. kansasii No.3(ATCC
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Table1. Number of Viable Units Recovered from Organs in Various Strains
 of Mice Infected with M. intracellulare(No.23)

Inoculum: 3.0•~108 viable units

* Viable units in 10 mg of each organ.

Fig.1. Mean body weights of mice.

12478) , M. scrofulaceum  No. 10 (ATCC19981), M. 

xenopi No.44 (ATCC19276) , M. intracellulare No. 26

 (ATCC15985), No. 23 (P48), M. fortuitum No.49

 (ATCC6841), M. chelonei No.52 (ATCC19977) の8

株(保 存 株)の 他 にM.intracellulare症 患 者 喀 痰 か らの

分 離 株3株(CK.8,CK.22,CK.32)を 使 用 した 。
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3)　菌接種方法およびその後の操作

いずれ の菌株 も1%小 川培地 上 で 培 養3週 か ら4週

(M.fortuitumとM.cheloneiの み1週 間)の 培 養菌 を用

い,ガ ラス玉 コルベソで磨砕 し滅菌生理食塩水 を添加 し

て均等 な菌液(約0.1mg/ml)を 作成 しそ の0.2mlを

マ ウスの尾静脈 より接種 した。接種 した菌液 の残 りは滅

菌生理食塩水 で10倍 希釈 を くり返 した後1%小 川培地に

i接種 し,接 種生菌単位算定 に供 した。

各菌株 ご とに20匹 のマウスを使用 し,菌 接種後24時 間,

3日,9日,16日,30日,44日 に各菌株接種 マウスの う

ち3匹 ずつを屠殺 してそ の主要臓器,す なわ ち肺,肝,

脾,腎 の定量培養を実施す るとともに肉眼的病変,臓 器

重量な どを記載 した。同時に体重 の変化 も観察 した。最

後 の還元培養時には1,2匹 を病理組織学的検 索 に 供 し

た 。

定量培養 にはテ フロンホモジナイザーを使用 し,2%

NaOHで 臓 器を10倍 に磨砕希釈 し,更 に2%NaOHを

用 いて10倍 希釈系列 を作成 し1%小 川培地 で培養 し臓器

内生菌単位算定 を行 なつ た。

II.　 実 験 成 績

1)　 マ ウス系統別に よる臓器 内還元生菌数 の比較

3系 統 のマ ウス,す なわちdd系,C3H系,お よび

AL Jackson系 を用いた臓器定量培養 の成績を表1に 示

した。C3H系 で腎お よび脾にやや還元生菌 数が多い よ

うであるが,そ の差は有意 とは考え られなかつたので,

以後 の実験には大量に入手 しやすいdd系 を用 いた。

2) dd系 マ ウスに対す る諸種抗酸菌 の病原性

Table 2. Macroscopic Findings at Autopsies

1): Lu=Lung, Li=Liver, S=Spleen, K=Kidney

2): +, œO, ™¿, ™¿: Grades of pathologic findings

The numbers in the parentheses denote the numbers of mice which showed the respective pathologic finding .
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(i)　 体重 と観察

図1　に 各 菌 株 感 染 マ ウス の平 均 体 重 の変 動 を示 した 。

接 種 菌 株 は,M.tuberculosis 1株,M.kansasii 1株,

M.scrofulaceum 1株,M.intracellulare 5株,M.

xenopi 1株,M.fortuitum 1株 の 計10株 で,各 菌 株 を

20匹 ず つ の マ ウス に接 種 した 。 図1に み られ る ご と く

M.tuberculosis(Kurono)とM.kansasii No.3(ATCC

12478)両 株 感 染 マ ウス で は体 重 増 加 が 軽 度 抑 制 さ れ て

い るが,他 の菌 株 感 染 マ ウス の体 重 増 加 は 無 処 置 対 照 マ

ウ ス と有 意 差 は な い。 した が つ てM.tuberculosisと

M.々ansasii感 染 マ ウス 以外 で は 菌 接 種 後 の経 過 を体 重

の変 動 を指 標 と して観 察 し,諸 菌 株 の毒 力 と関連 づけ る

こ とは 困難 で あつ た。

観 察期 間中発死 した マ ウスは計2匹 でKurono株 感染

マ ウス1匹 とM.intracellulareNo .23株 感染 マウス1

匹 で,そ れ ぞれ感染後35日 後 と12日後 に死亡 している。

前者 は剖検 に より肺に広範 な結節性病巣 を認めた が,後

者 は肉眼的 に著変 な く死亡原 因は明 らか でない。

(ii)　 臓器 の肉眼的所見

表2　に各剖検時 の臓 器の肉眼的所 見を示 し,表3に は

接種菌株 ごとの平均 ルー ト比肺重20)√
肺(mg)

体重(9)
×10 お

よび ル ー ト脾 指 数20)√
脾重(9)

体重(9)
×100 を 示 した 。M.tuber-

culosis Kurono株 感染 マ ウスでは,菌 接種後16日 の剖検

時 より例外 な く両肺 に高度 の粗大結節性病変が認め られ,

これ らはいずれ も結核予防会結研 の分類方式21)によると

VI以上 の病変 であつ た。 また全例 で脾 の腫大が認 め られ

た。 これに反 してAM諸 菌株感染 マ ウスでは,典 型的 な

肺 の結節形成 は.M.intracellulare No.23株 接種後9日

の剖検 で1匹 に認め られ たのみで,肉 眼的 な病変が あつ

た場合 で も肺 の充血,硬 化等 の1葉 以上 の肺炎様 の所見

が ほ とん どで,少 数 の ものに肺表面 の極 めて小 さい結節

(予防会分類 方式 で 丑)21)が 認 め られ たにす ぎなかつた 。

更 に これ らの病変はM.tuberculosisに おけ るご とく全

剖 検例 に認 め られ る訳 ではな く,経 時的 な観察 で も病変

は不規 則に発 現 していた。 肝 の病変はM.tubｅrculosis

を含 めてご く少数 にみ られ小範 囲の微小結節形成 に とど

まつ ていた。 脾腫 はかな りの剖検 例で認 め られ た が,

AMの2,3の 菌株 で1度 認 め られた脾腫が再 び消退 し

てい く傾 向がみ られた。腎病変 に関 してはM.fortuitum

(No.49)感 染 例で菌 接種後9日 以降全剖検 例で軽度 では

あ るが結 節性病変 が認め られたのが注 目 さ れ た。M.

fortuitum感 染マ ウスに起 こるといわれ る不規則 な回転

Table3. Root Indices of Spleen and Lung
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Table4. Number of Viable Units Recovered from the Lungs of Mice

•\ Mean viable units in 10 mg of the lungs

Table5. Number of Viable Units Recovered from the Spleens of Mice

•\ Mean viable units in 10 mg of the spleens

運動22)は本観察期間中は認 め られ ていない。

(iii)　ル ー ト比肺重 とルー ト脾指 数

結核菌感染動物 の肉眼的病変判定 の方法 として,従 来

よ りマ ウスではルー ト比肺 重20)が,モ ルモ ッ トではルー

ト脾指数20)が菌 の毒 力 と比較 的 よく相関 し客観 的である

とされ てい る。表3に 剖検 マ ウスの両指数 の平均値 を経

時的に示 した。 ル ー ト比肺重10.0以 上,ル ー ト脾指数

1.0以 上 を指標 として各菌種接種 マウスの成績 をみる と,
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Table6. Number of Viable Units Recovered from the Kidneys of Mice

•\ Mean viable units in 10 mg of the kidneys

ル ー ト比 肺 重 で はM.tuberculosis (Kurono)接 種 マ ウ ス

のみ が4週 以 後 よ り高 値 を 示 してい るが,他 の菌 種 では

い ず れ も無 処 置 対 照 との比 較 な らび に 経 時 的 な変 化 の両

観 点 か らと もに 有 意 差 は な く,AMで は 毒 力 は 低 い と考

え られ る 。一 方 ル ー ト脾 指 数 はM.tuberculosis (Kurono),

M.scrofulaceum (No.10),Mf.intracdlulare4株,

M.xmopi(No.44),M.fortuitum (No.49)に1週 以 後

高 値 が 認 め られ て い る。 しか し前 述 した ご と くこ の中

の2,3の 菌 株 接 種 マ ウ ス では,脾 重 の変 化 を 反 映 して

一 時 増 加 した 数 値 が 再 び 減 少 す る ご と き傾 向が 認 め られ

た 。

(iv)　臓 器定量培養の成績

表4,5,6に 経時的な臓器定量培養成績を臓器10mg中

の還元生菌単位 で示 した。

肺 の定量培養 の成績 では,経 時的に明 らかに生菌数の

増加がみ られ るのはM.tuberculosis (Kurono)の みで,

M.intracellulare CK.8とCK.32は 最 終剖検 時やや菌

数増加 の傾向があ るが明確 でな く,他 のAM諸 菌株 で

は還元生菌数は経時的に減少傾向を示 してい るものが多

い。 また早期に還元培養がほ とん ど不能にな る菌株 もみ

られ る。 この成績はル ー ト比肺重 の成績を裏 付 け て い

る。

脾 の成 績 ではMintracellulare (No.26),M.xenopi

 (No.44),M.fortuitum (No.49)を 除 い て 生菌 数 は比 較

的 よ く保 た れ て い た が,ル ー ト脾 指 数 と還 元 生菌 数 との

相関は 明 らか でなかつた。

腎 の成 績 は 肺 の成 績 と傾 向 を 等 し くす る よ うであ るが,

臓 器 内 生 菌 数 の減 少 傾 向 はM.tuberculosis (Kurono),

M.kansasii (No.3),M.intracellulare (CK.8)以 外 の菌

株 接 種 マ ウ スに よ り顕 著 で あ つ た 。

以上要す るに,明 らかに進行性の病変を示 してい るの

はM.tuberculosis (Kurono)接 種 マ ウスの み で,他 の

AM諸 菌株は,病 原性は全体 として弱 く,かつ病変形 成は

一過性 の傾向が うかがわれ る
。M.intracellulare(CK.8)

はそ の中では病原性は比較的強い と思われ るが,こ の菌

株はM.intmcellulare症 患者喀痰か らの分離株で,こ

の患者は右上葉切除を受けたが再び右肺 に広範 な異常陰

影 を来 し,M.intracellulare持 続排菌例 となつてい る。

CK.諸 株 を除 くと他 はいずれ も長期継代保 存 株 で あつ

た。

(v)　 病理組織 学的所 見

菌 接種 後約6週 の肺 の病理組織学的所 見を図2,3,4

に示 した。 図5は 無処置対照 マ ウスの肺所 見 で あ る。

M.tuberculosis (Kurono)に よる病変 は図2の ごとく強

度 のび まん性繁殖型23)の様相を と りKurono株 の強毒性

を示 唆 してい る。 また組織 内には抗酸 性染色 で多数 の抗

酸菌が病変部に証明 された。一 方AM諸 菌株 に よる感

染 マウスでは,軽 度のび まん性繁殖型23)な い し 肉 芽腫

型23)の病変を示 した(図3,4)。 後 者では組織切片全視野

に2,3個 の小肉芽巣 が散在 しているものが ほとん どであ
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り,組 織 内の抗酸菌 もKurono株 感染 マウスでは病巣 内

に集蔟 して多数 み られ るに反 して,AM感 染肺 ではほ と

ん どの場 合短桿菌が孤立 して散在 していた。 これ らはす

べ てAMの 弱毒性 を示唆 している。

3)　 高濃度 の菌液 を接種 したrapid growerに よる腎

病変

同様dd系 マ ウスを用 い,M.fortuitum (No.49)と

M.chelonei (No.52)の 濃厚菌液0.4ml(接 種菌量 約0.5

mg)を それぞれ10匹 ずつに尾 静脈 接種 を行なつた。菌 接

種後2週 前後 よ りM.ｆortuitum感 染マ ウスの体重減少

が 目立ち,う ち4匹 は相前後 して不規則な回転運動を示

してい るのがみ られ脳内病巣 の存在が考え られた。 これ

らのマウスはすべ て接種後4週 までに発死 した。一 方M.

chelonei感 染 マウスでは体重減少 もみ られ ず 脳 内 病 巣

の存在 を示 唆す る症状 の発現 もなかつた。菌接種4週 後

全 生存 マ ウスを剖検 したが,M.fortuitum接 種 マウス

全 例に腎の著 明な腫大 と多数 の粗大結節性病変が認め ら

れ,3例 では両側腎全体が巨大膿瘍 と化 していた。M.

chelonei感 染マ ウスでは腎の軽度腫脹 がみ られた ほか は

2例 に小結節病巣が認め られ たにす ぎなかつた。肺,肝,

脾には両菌種感染 マウス とも明 らかな肉眼 的病変 は認め

られなかつた。病理組織学的所見ではM.fortuitum感 染

例 で腎に広範な間質性腎炎 と肉芽腫の形成がみ られ,肝

ではKupffer cellの 腫大 とその周囲の細胞浸潤が認め ら

れ一部 では 肉芽腫形成 の傾 向を示 していた。M.chelonei

感染例 では上記 の所見は軽度 で細胞浸潤 のみを認め る例

が ほ とん どであつた。図6,7に 典型的 な組織像を示 した。

III.　 考 案

Burjanovaら19)は 実験 的非定型抗酸菌症 の化学療法 を

論 じた総説の中で,治 療 実験に使用 する 目的 にか な う実

験的非定型抗酸菌症作成にあたつての問題 点を詳細 に論

じてい るが,そ の中で最大 の難 点は適切な再 現性に とむ

実験 モデル作成の困難性であ る。すなわちAMはM.

tuberculosisと 比較す ると実験動物に対 す る病原性が概

して弱 く,病 原性があ るとされ る菌種において も病変の

進行は緩慢 であ り,病 変 の自然消退 の傾向が認め られ る

こ とが多い とい う。更に同種類 の菌 でも菌株相互間の病

原性 の差違が大 き く,前 段階 としてあ らか じめ適当な菌

株 の選択を要す るであろ うとい う。彼 らの総説 では抗酸

菌 の種類 はRunyonのgroup分 け で論 じられてい るが,

菌種 ご とに検討 した私 どもの今回 の成績 でも上述 の問題

点 は再確認 された。私 どもの検討 では実用的 な治療実験

モデル作成 とい う目的 があつ たため菌接種後 の観察期間

が短す ぎた嫌 いはあ る が,体 重,臓 器 の肉眼的所見,

経 時的な臓 器定量培 養 の成績な どに よる総合判定を もつ

て して確実に進 行性病変を惹起 しえた と判断 された菌 種

は比較対照 のため検討 したM.tuberculosis(Kurono)の

1株 のみであ り,AMの 諸菌株 はいずれ も病原性 は弱 く

菌種に よつてはほ とん どない と判 断され る成績 であつた。

ことに臓器内還元生菌 数の推 移をみて印象的であつ たの

は,菌 接種翌 日の臓器内生菌数 と6週 後の生菌 数がAM

諸菌株におい てはほ とん ど変化 しない ことであ る。 更に

2,3の 菌種 では菌接種後早期に生菌数 の還元はほ とん ど

不能に なつ てい る。病理組織学的所見ではた しかに抗酸

菌に よる と思われ る病変は散見 されたが,総 合的にみて

私 どもの 目的 とす る実験 モデルの理想にはほ ど 遠 か つ

た。例外 としてM.fortuitum感 染 マウスでは腎病変 の

発生 が比較 的再現性 に とんでお り,接 種菌量 の増加 で腎

の肉眼的病変 も明 らかであ り,一 つ の実験 モデルに な り

うる可能性は大 きい と思われ る。 またM.kansasiiに 関

しては,今 回 の検 討では他の菌種 と比較 する と接種生菌

単位が少なかつたので,こ れが病原性の弱かつた一 つの

原因 と思われ再検討 の必要があ ると考えてい る。

現在 までの報告16M8)で はAMに 関す る実 験的感染症

に よる治療実験は主 として マウスを用いて検 討 され てお

り,尾 静脈感染後,臓 器内生菌数 の推移を指標 とした も

のが多 い。Shrontsら18)の 成績は,M.kansasiiで は,

感染後 腎,肺 で生菌数 の増加を認め てお り,か つ治療効

果 も明 らかであ り,実 験 モデル として評価 し う る が,

M.intracellulare感 染 マ ウスでは,菌 株に よつ ては菌接

種後生菌数増加がみ られず 治療効果 の判定 も明確 さを欠

いてい る。しか し彼 らがその集落形態 としてtransparent

と記載 した菌 株では,菌 接種後軽度 ではあるが生菌数増

加が腎で認め られてお り,治 療効果 も比較 的明 らかであ

る。M.intracellulareの 病原性の弱 さと同一菌種 間で も

病原性 の差違が大 きい ことを示唆す るものであろ う。

M.intracdlulareを は じめ病原性 の弱い諸菌 種につい

ては今後多 くの検討が必要 であるが,実 際的な検索方向

としては,病 原性 のよ り強い菌株 の選択,実 験動物な ら

び に指標臓器 の選択に加 えて宿主条件 の考慮 などが まず

考 え うるところであろ う。

す で にDunbarら24)はMintracellulareに つ い て菌

株 の 集 落形 態 と病 原 性 との相 関 を 示 唆 しthin-colony-

forming bacteriaの 比 率 が大 き い ほ どマ ウス に対 す る病

原 性 は 強 い と述 べ て い る。 私 ど も25)もM.intracellulare

の 平 板培 地 上 で の 集 落 形態 の 観 察 を試 み て い るが,こ の

観 点 か らM.intracellulareの 病 原 性 を検 討 し直 す の も

興 味 あ る課 題 であ る。 私 ど もが 本 実 験 で使 用 し たM

intracellulareは5株 で あ るが,そ の 中 でNo.23,No.26

の2株 は 長 期 保 存 株 で 皿 型25)の 集 落(ド ー ム様 集 落)を

形 成 し,そ の他 の臨 床 分 離 株3株 は 皿型 とIV型25)集 落

(薄 層 集 落)の 混 在 す る菌 株 で あつ た 。 こ のほ か 菌 自体 の

毒 力 を増 加 さす 方法 と して動 物 通 過,in vitroに お け る

菌 株 継 代 法 の検 討 も必要 とな ろ う。

一方宿主側 の条件 として,実 験動物 に対 するX線 照射,
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Fig.2. Lung, 6 w( Rs after inoculation with

 M. tuberculosis (Kurono) . Diffuse proliferation 

of mononuclear cells having large nuclei with 

light chromatin and one or two nucleoli was 

demonstrated all over the lung. Some of the 

cells appear to he transforming into foam cells 

with swelling of the cytoplasm. 

Diffuse proliferative pattern, advanced.

 (H.E.•~100)

Fig.4. Lung, 6 weeks after inoculation with 

M. intracellulare (C. K. 8). Small tubercle with 

proliferation of mononuclear cells. 

Granulomatous pattern. (H. E.•~100)

Fig.6. Kidney, 4 weeks after inoculation with 

M. fortaitunt (No. 49). Tubercle formation with 

large mononuclear cells with light cytoplasm was 

demonstrated with exudation of small round cells 

in the peripheral area. Renal tissue around the

 tubercle showed atrophy with infiltration of 

plasma cells. Hyaline casts were demonstrated 

in the tubules. (H. E.•~100)

Fig.3. Lung, a weeks after inoculation with

 ll. kansasii (No. 3). Proliferation of mononu

clear cells with large nuclei was demonstrated. 

Moderate exudation of polymorphnuclear cells 

was also demonstrated with slight thickening 

of alveolar septa. 

Diffuse proliferative pattern. (H. E.•~100)

Fig.5. Lung, control. (H. E.•~100)

Fig.7. Kidney, 4 weeks after inoculation with 

M. chelonei (No. 52). Perivascular cuffing of 

small round cells was demonstrated.

 (H. E.•~100)
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副腎皮質ホルモ ンの投 与のほか,硅 酸粉塵 吸入26),飼 料

の工夫 に よる感染 に対 す る抵抗 力の減 弱化 の可能性が示

唆 され てい るがすべ て今後 の課題 であろ う。

IV.　 結 論

M.tuberculosis 1株,M.kansasii 1株,M.scrofu-

laceum 1株,M.intracellulare 5株,M.ｘenopi 1株,

M.fortuitum 1株,M.chelonei 1株 の 計11株 に つ い て,

dd系 マ ウ スに 対 す る尾 静 脈 感 染 法 に よ る病 原 性 を,主

と して 臓 器 内 生 菌 数 の推 移 を 指 標 と して検 討 し次 の結 論

を 得 た 。

1) dd系 マウスを対象 と した標準的な尾静脈 接 種法

に よるAMの 病原性 はM.tuberculosis(Kurono)と 比

較す ると格段に弱い。すなわちAM感 染マ ウスにおい

ては菌 接種 後臓器 内生菌 数の明 らかな経時的増加 は本実

験の観察期 間では得 られ なかつ た。

2)　 濃厚菌液 を接種 する と,M.fortuitumに よつ て

進行性 の腎病変 を惹起 しえた。

3) M.intracdlulareを は じめ病原性の弱い 菌 種 に

つ いては,適 切 な治療実験 モデル作成 のため今後病原菌

の毒 力と実験動物 の条件 の両観点か ら種 々の検討が必要

と考え られた。
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